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家族性アルツハイマー病患者 (5 名)とその家族 (7 名)孤発性アルツハイマー病患者 (3 名) ，および，家族歴
に痴呆性疾患のない健常対照者 (3 名)を対象とした。肘静脈から20ml のへパリン血を採取し， 1000回転， 15分の
遠沈により分離したパッフィコートを等量のリン酸緩衝液にて懸濁したものを ペントバルビタール麻酔下のハムス






























本研究の結果， AD 患者および一部の家族からのパッフィコート接種によりハムスター脳内で，リン酸化200k ニュー
ロフィラメント，タウ，ユビキチンの抗体で免疫染色される増生した線維を胞体内に含む病変が両側下部脳幹神経核
で認められた。この所見は Hardy 突然変異の有無に関係なかった。非 AD 家系の健常者では陰性であった。
陽性所見を得たハムスター脳の継代接種でも同様の性状をもっ線維の増生が神経細胞胞体内に認められ，接種後，
病変が生じるまでの期間が短縮された。
本研究で認める病変は これまでの報告の海綿状態とは異なるものである。 AD 患者パッフィコートの動物脳接種
により神経線維類似の変化が生じ，その病変が継代可能であることから，今後この病変惹起因子を明らかにすること
は AD の病因および病態の研究に貢献するものと考えられる。
以上より，本研究は学位の授与に値すると判断されるO
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